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生物は、進化の過程で脳を発達させるこ

とで大きな飛躍をとげてきました。なかで

もヒトは猿人からわずか数百万年でその

脳を500ccから1800ccへと拡大させまし

た。この時急増した神経細胞は、複雑に

多様化し、高度に組織化した神経回路

網を形成しました。種々の動物によって

異なる「脳の構造」(図1)、ヒト同士で異

なる「ものの考え方」や「感受性」すなわ

ち「こころ」(図2)は、それぞれの動物種

やヒトが持つ多様化した神経回路網に

大きく依存すると考えられています。

莫大な数の細胞の多様化と組織化は免

疫細胞でも存在し、神経系と免疫系の

類似性が指摘されています。免疫系細

胞の多様化と組織化は、イムノグロブリ

ン遺伝子群やT cell receptor遺伝子群

の多様性と再編成による組織化に依存

します。同様の多様化のメカニズムが脳

で使われているのならば、神経細胞同士

での接着（神経回路網形成）において

使われていると考えられます。私たちはイ

ムノグロブリン遺伝子群やT cell recep-

tor遺伝子群と酷似した構造を持つ、神

経細胞接着分子CNR(図3)と「こころ」

の多様性との関連を研究しています。
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生物の生存上限温度は？
―超好熱古細菌のゲノム研究―

野村紀通 京都大学大学院農学研究科展示責任者

ぐつぐつと煮え立つ熱水の中。このよう

な過酷な環境でも生命活動が営まれて

いることをご存じでしょうか。海底熱水噴

出口や温泉などの高温極限環境には

「超好熱菌」(hyperthermophile) と呼

ばれる一群の微生物が生息し特異な生

態系を形成しています。超好熱菌のうち

の一種、古細菌Aeropyrum pernixは

95℃の高温下で酸素呼吸によりエネル

ギーを得て増殖するユニークな微生物

で、私達が世界で初めて発見しました。

全ての生物のゲノムは四種の塩基 A、T、

G、Cの連なりから成り立っています。しか

し四種の塩基をどのように連ねることに

よりヒトや超好熱菌といった全く異なる

性質をもつ生物のゲノムが形づくられる

のか、まだその法則は解明されていませ

ん。ゲノムの普遍性を追求する一方で、

さまざまな生物のゲノムに固有の特徴

（多様性）の研究も生物学の発展には

重要です。

超好熱菌の高温下での生命維持戦略

を解明するために、私達はこの古細菌の

ゲノム全塩基配列を解読し、いかなるゲ

ノム情報が細胞の耐熱性を指令してい

るかという謎に挑戦しています。この研

究の過程で、異種の超好熱菌ゲノム同

士の間で頻繁に遺伝子交換が起こって

いることも明らかになりました。
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微生物とは顕微鏡でないと見えない小さ

な生物の総称で、その代表が細菌と呼

ばれる単細胞生物です。地球上には何

百万種類もの細菌が存在するといわれ、

私たちの周りにもたくさんの細菌が存在

しますが、感染症をひき起こすのは一握

りで、それらを病原菌と呼びます。一握り

といっても、人に病気を起こす病原菌は

百種類をゆうに越え、その各々が特有の

感染症を起こします。なぜ特定の細菌だ

けが病気を起こす能力を持っているので

しょうか？実は、細菌の病気を起こす能

力やその病気のタイプは、各々の細菌が

どのような病原遺伝子（病気を起こすた

めに必要な遺伝子）を持っているかに

よって決まるのです。したがって、全ゲノ

ムを解読すれば、その細菌の全ての病原

遺伝子を見つけだすことができ、それらの

機能を調べれば、病気を起こすメカニズ

ムを知ることができるはずです。また、どの

ようにして病原菌が誕生したのかを知る

こともできます。このゲノムひろばでは、

私たちが全ゲノムを解読した２種類の病

原菌、大腸菌O157と腸炎ビブリオをとり

あげ、それぞれの菌の特徴や病気を起こ

すメカニズムなどを紹介します。この２つ

の菌は、日本で最も問題となっている腸

管感染症の原因菌です。

病原菌はなぜ病気を起こすのか
～大腸菌O157と腸炎ビブリオの場合～

戸邉　亨／飯田哲也 大阪大学医学部／大阪大学微生物病研究所展示責任者
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生き物の細胞１つ１つの中には、その生

き物を作るための情報が書かれたDNA

がしまわれています。30億個のA、T、C、

Gで表現されているDNAのうちでも特に

重要な部分は、タンパク質を作る情報を

指定している部分で、ヒトの場合、約

30000個あるといわれています。タンパ

ク質は20種類のアミノ酸からできてお

り、そのアミノ酸にはそれぞれA、C、D、E、

F、G、H、I、K、L、M、N、P、Q、R、S、T、V、

W、Yのアルファベットが当てはめられて

います。つまり、タンパク質はこの20種

類のアルファベットの並びとして、ゲノム

中で指定されているのですが、その並び

の中にはいろいろ面白いものが見つか

ります。

例えば、展示責任者の名字NAKAIとい

う文字の並びはヒトゲノムの中にはない

ようですが、名前KENTAは、11カ所も見

つかりました。データベースを調べてみる

と、このうちの一つは、基本転写因子

IIICと呼ばれる非常に重要な働きをする

タンパク質で16番染色体にあることが

わかりました。

さあ、あなたもヒトゲノムに刻印された自

分の名前を探してみましょう！

あなたの名前はヒトゲノムの中に刻印されている!?

中井謙太 東京大学医科学研究所展示責任者
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（図3）超好熱菌の生息環境

（図１）病原性大腸菌O157誕生のメカニズム

（図2）腸炎ビブリオの電子顕微鏡写真

（図2）全生物の分子進化系統樹

（図1）動物種により多様化した脳構造 （図2）多様化したヒトの「こころ」

（図1）超好熱古細菌
Aeropyrum pernixの
電子顕微鏡像
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